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東京工業大学（K09）―1頁 

機 関 名 東京工業大学 拠点番号 K09 

拠点のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 
インスティテューショナル技術経営学 
 – 日本型共進ダイナミズムの解明と世界価値への昇華 

１．研究活動実績 
①この拠点形成計画に関連した主な発表論文名・著書名【公表】 

 ・事業推進担当者（拠点リーダーを含む）が事業実施期間中に既に発表したこの拠点形成計画に関連した主な論文等 

〔著書、公刊論文、学術雑誌、その他当該プログラムにおいて公刊したもの〕） 

・本拠点形成計画の成果で、ディスカッション・ペーパー、Ｗｅｂ等の形式で公開されているものなど速報性のあるもの 

※著者名（全員）、論文名、著書名、学会誌名、巻(号)、最初と最後の頁、発表年（西暦）の順に記入 

    波下線（   ）：拠点からコピーが提出されている論文 

下線（   ）：拠点を形成する専攻等に所属し、拠点の研究活動に参加している博士課程後期学生 
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②国際会議等の開催状況【公表】 
（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者
（３名程度）） 

1. 年次国際シンポジウム: イノベーションとインスティテューションの共進化ダイナミズムの解明 
(1) 第１回 
① 時期・場所等：2005年2月28日・3月1日、東京工業大学ディジタル多目的ホール、320名参加 (内外国人50名) 
② 主招待講演者：リーン・ホーディク 国際応用ｼｽﾃﾑ分析研究所（IIASA）所長、タレク・クハリル国際MOT学会

（IAMOT）会長, 永谷敬三 流通科学大学学長、植之原道行 多摩大学名誉教授（元日本電気副社長） 
(2) 第２回 
① 時期・場所等：2006年2月27日・28日、東京工業大学ディジタル多目的ﾎｰﾙ、400名 (内外国人100名) 登録 
② 主招待講演者：ルイス・M・ブランスコム 米ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学名誉教授、ネイサン・ローゼンバーグ スタンフォー

ド大学名誉教授, ジェームズ・C・アベグレン グロービス大学経営大学院名誉学長 兼 教授 
(3) 第３回 
① 時期・場所等：2007年2月27日・28日、東京工業大学ディジタル多目的ホール、400名 (内外国人100名) 登録 
② 主招待講演者：ノーマン・ノイライター AAAS科学技術安全保障ｾﾝﾀｰ所長, ロバート・バーゲルマン スタンフ

ォード大学GSB教授, 村上憲郎 グーグル（株）代表取締役社長, 稲葉善治 ファナック（株）代表取締役社長 
(4) 第４回 
① 時期・場所等：2008年2月27日・28日、東京工業大学ディジタル多目的ホール、350名 (内外国人100名) 登録 
② 主招待講演者：アイノ・サリネン フィンランド・ユバスキュラ大学学長, デービッド・ブレークリー米IDEO社

会技術戦略本部長, ジョン・ナイツ 米PARC研究所副所長 
(5) 第５回 
① 時期・場所等：2009年2月21日-23日、東京工業大学ディジタル多目的ホール、300名 (内外国人100名) 登録 
② 主招待講演者：ニコール・パイアセキ ボーイングジャパン社長, ペッカ･ネイターンマキ ユバスキュラ大学教授, 

マティアス・フィンガー スイス連邦工科大学教授, 小川理子 パナソニック（株） 社会文化グループマネジャー

2. 技術革新へのインスティテューションの役割 国際ワークショップ 
(1) 2005年春季国際ワークショップ 
① 時期・場所等：2005年5月1日・2日、国際応用ｼｽﾃﾑ分析研究所 (IIASA: ウィーン)、28名参加 (内外国人23名) 
② 主招待講演者：ロバート・アイアー 仏 INSEAD名誉教授、ニコライ・グレゴリオ モスクワ国立大学教授 

(2) 2005年秋季国際ワークショップ 
① 時期・場所等：2005年9月18日・19日、国際応用ｼｽﾃﾑ分析研究所 (IIASA: ウィーン)、35名参加 (内外国人29名) 
② 主招待講演者：ロバート・アイアー 仏 INSEAD名誉教授、マリーナ・ファン・ギーンフィゼン 蘭 デルフト工

科大学教授 
(3) 2006年秋季国際ワークショップ 
① 時期・場所等：2006年9月17日・18日、国際応用ｼｽﾃﾑ分析研究所 (IIASA: ウィーン)、35名参加 (内外国人29名) 
② 主招待講演者：アレキサンダー・タラシエフ ロシア科学アカデミー教授､ヴィニー・ジャウハリ インド工科大
学 教授 

(4) 2007年秋季国際ワークショップ 
① 時期・場所等：2007年9月8日・9日、国際応用ｼｽﾃﾑ分析研究所 (IIASA: ウィーン)、27名参加 (内外国人24 名) 
② 主招待講演者：アレキサンダー・タラシエフ ロシア科学アカデミー教授､アーカーディ・クリヤムジンスキ 

IIASA DYN プロジェクトリーダ 
(5) 2008年春季国際ワークショップ 
① 時期・場所等：2008年5月1日・2日、国際応用ｼｽﾃﾑ分析研究所 (IIASA: ウィーン)、8 名参加 (内外国人 6 名) 
② 主招待講演者：タピオ・パロカンガス ﾍﾙｼﾝｷ大学 芬 教授、マリーナ・ファン・ギーンフィゼン 蘭 デルフト
工科大学教授 

(6) 2008年秋季国際ワークショップ 
① 時期・場所等：2008年9月6日・7日、国際応用ｼｽﾃﾑ分析研究所 (IIASA: ウィーン)、25 名参加 (内外国人 22 名)
② 主招待講演者：チャーラ・グリフィ・ブラウン ペッパーダイン大学准教授、パラディー・アグラウェル 印 経

済成長研究所 (IEG) 教授 
3. インスティテューショナルSCM国際シンポジウム 
① 時期・場所等：2006年11月16-18日、東京工業大学、56名参加 (内外国人21名) 
② 主招待講演者：ロバート・グルストロム リンショピン大学 教授, ステファン・グレイブス マサチューセッツ工

科大学教授 
4. 第6回日中韓アジア電子商取引国際シンポジウム 
① 時期・場所等：2006年8月3-5日、シーホークリゾート福岡、40名参加 (内外国人 30名) 
② 主招待講演者：山崎養世 元ゴールドマン・サックス・アセット・マネージメント・ジャパン・リミテッド社長

5. 高齢社会におけるビジネスチャンスと企業責任国際シンポジウム (ドイツ日本研究所, 国連大学との共催) 
① 時期・場所等：2008年10月3日、4日 国連大学、350名参加 (内外国人150名) 
② 主招待講演者：ジル・ウォーカー豪エバーグリーン・マーケティング・コミュニケーションCEO、 

ジョージ・モーチス ジョージア州立大学教授、イローナキックブリッシュ ﾜｰﾙﾄﾞ･ﾃﾞﾓｸﾞﾗﾌｨｯｸｱｿｼｴｰｼｮﾝ顧問  
6. 日中韓工学アカデミーシンポジウム支援 (2006年10月), IMDとのジョイントワークショップ (2007年3月), IEEE国

際コンファランス支援 (2008年10月) 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

1. イノベーションマネジメント研究科 (IM) との協調 

① IM 研究科から RA・若手研究者として累積 15 人を受け入。SIMOT 関連教育・研究が進化。 

② ｢日本型技術経営｣の視点が定着。 

2. 最先端教員、教育範囲の更なる充実 

① 事業推進担当の中核講義への参加により、学生の研究視座が SIMOT 的に収斂。 

② 周辺領域として歴史的な視点や数理的な視点も授業に加味。社会学系研究者を雇用することによ

り、拠点としてのまとまった具体像を学生に提示。 

③ 学生は、下記に述べる学外研修・インターンシップにより現象と理論を有機的に結合。 

④ 学会の月例会や特別講義（海外研究者、実務家の講師としての参加多数）は定常的に継続。 

3. 研 修 

① 内外の研究機関、企業と緊密な関係を構築 

② インターンとして、実際にゼネラルエレクトリック社、ボストン・コンサルティング・グループ社、

ブルームバーグ社などでの実務研修。IIASA（墺）、統計数理研究所などにおける研修。研修先へ

の貢献は顕著。 

4. 若手人材の育成 

① 累積で 5 名のスーパードクタートラック修了者。3 タイプの人材の輩出を加速化。 

② 支援の徹底した傾斜的配分により競争原理厳格導入。エリーテスト教育の実現。 

③ 米･欧 (英・独・仏・墺・蘭・西・瑞・芬・露）･アジア (中･韓・タイ・印)・豪の権威ある教育・研究機関と緊密

な関係を構築。学生は、海外の学術・文化・言語・インスティテューションに接触し、経験を内在

化。また、学生の母国は、米、西、中、韓、エクアドル、タイ、独、バングラデシュ、仏、台、ア

ルゼンチン、香港、コロンビア、日 等、多岐に亘る。 

④ 主に中核講義である｢インスティテューショナル技術経営第一、第二｣において博士後期課程学生に

特任教授グループによる実際のビジネスケースの提示、および事業推進担当者による各専門の先端

研究の提示により、学生は SIMOT 的なパースペクティブにおいてビジネスケースの構造化を試み、

また各先端研究との関係性の洞察に邁進した。ここにおいてビジネスと学術の有機的な融合が図ら

れた。毎週の講義では、全ての教育活動（講義，ディスカッション，研究レポート，発表等）を英

語のみで実践。学生の語学能力・インターインスティテューショナル･コミュニケーションを実践

的に練磨。 

以上により、顕著な成果が得られた。 

① フルタイム･ポジションに関する成果は顕著。権威ある教育・研究機関、企業に就職した学生多数。

ポスドクが、IAEA (国際原子力機関：墺）の上席研究員や、東芝の生産技術本部幹部候補，筑波大

学助教，アジア工科大学助教、青山学院大学講師，に抜擢。更にRAが科学技術振興機構，ボスト

ン・コンサルティング・グループへ。スーパードクターが，日立製作所，ブルームバーグ、早稲田

大学に奉職等、において所期の目的を貫徹． 

② 研究教育の進展に対応して、基盤研究・国際コラボ・教育の３者の相乗効果が拡大。 

③ 世界に通用する3タイプのリーダーの継続的輩出に成功。 
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２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 

設定された目的は概ね達成された 

 

（コメント） 

拠点形成計画全体については、日本の技術経営のダイナミズムを解明するという計画を

概ね達成し、この分野ではMOTの拠点を形成していると評価できる。 
人材育成面については、イノベーションマネジメント研究科との連携による研究・教育

体制をとり、中核講義を英語で行うなどの取組みにより、大学院学生の国際的な活動が強

化され、また、博士課程の学生や学位取得者の増加などの成果をあげていると評価できる。

研究活動面については、イノベーションはインスティテューションと共進化するという

説を国際的に定着させ、日本だけでなく国際的な比較研究を行ったことは評価できるが、

各国特有のインスティテューションがどのように技術経営に影響しているのかという視点

も望まれる。また、国際コラボレーションを積極的に推進していることは評価できるが、

その成果は明確でなく、さらに研究の視点を3軸として設定し、その中に5テーマの研究分

野を設定して研究しているが、その連携がどのように行われ、最終年度に統合するという

計画がどのように達成されたのかについては、明らかになっていない。 
補助事業終了後については、インスティテューショナル技術経営学研究センターに活動

が引き継がれることから、本センターを活用した発展が期待される。 
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